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五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!
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台
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。
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あ
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と
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懐
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。
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と
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私は「昨年も登ったから大丈夫だろ
う」と、調子に乗っていましたが、登
り始めて10分もすると疲れが出て足
が痛くなり始め、無事に頂上まで登り
切れるのか不安でした。先頭を歩いて
いましたが、次々とみんなに先を越さ
れてしまいます。そんな中でも、他の
人のペースに合わせることなく、自分
のペースで楽しみながら登ることがで
きました。
頂上からの景色は、疲れを忘れるぐ

らいきれいでした。登り終わった後は

達成感をとても感じ、思い出に残る写
真も撮ることができて良かったです。
今回の森山登山では、森山の自然を
体感することができ、とても良い体験
となりました。森山に登ったことを誇
りにし、来年も登るのが楽しみです。
また、森山はとても素敵な場所ですの
で、家族や知り合いにオススメしよう
と思います。
森山がもっと盛り上がってくれると
いいなと感じました。

（２年　猿田真由美）

1日㈫　修学旅行（２年）（４日まで）
5日㈯　�県総合美術展（アトリオン、

９日まで）

16日㈬　生徒会役員改選
25日㈮　�バスケットボール中央地区新

人戦（27日まで）

11月の主な行事予定

～どんぐりころころどんぐりこ～

80周年記念森山登山に参加して

頂上でのつかの間の休息

急坂をロープにつかまり登る生徒たち

　

五城目町の皆様、Alo-ha！　集落支援員の八嶋美恵子
です。森山も美しく色づき、秋も真っ盛りです。わたし
は朝市できのこ出汁の取り方を教わったり、栗ごはんを
お裾分けいただいたりと、お陰様で季節を感じています。
10月は新築の五城目小学校にて、ドイツ在住・仙台/
福島ご出身の演奏家ご夫妻によるヴァイオリン・ヴィオ
ラコンサートを開催しました。会場まで足をお運びくだ
さり、心から感謝申し上げます。
青空の下、楽器の音色がよく響く高い天井、ガラスと

杉の木がふんだんに活かされた開放的な階段教室に老若
男女、計約80名が集って約２時間の公演を楽しみました。
アンコールでは秋田出身成田為三氏作曲の『浜辺の歌』

と、バッハの『主よ人の望みの喜びよ』を滑らかにつな
げたメドレーを演奏してくださり、感動で、とても癒さ
れました。（豆知識：秋田内陸縦貫鉄道　米内沢駅では、
列車の到着を告げるメロディに『浜辺の歌』が使われて
いるようです。ぜひ聴いてみたいです！）

今回「新しい小学校に
初めて訪れた」という方
も沢山いらしたようです。「校舎の境界を越えて子どもた
ちが地域に飛び出すー越える学校ー」として開校されて
から約２年。学校が、今後ますます子どもと大人が自然
に行き交う場になっていくイメージを抱くことができま
した。
さて、そんな小学校を舞台に先月から『みんなの学校』

という取り組みが始まっています。小学校の授業を一般
公開して子どもたちと共に学べるもの、町の人が講師と
なって様々なテーマ（エネルギー、ICT、健康など）を
深めるもの、全23講座が開かれています。
お申込みは「みんなの学校」ホームページからできます。

また、パソコンやスマートフォンからのお申し込みが難
しい場合には、教育委員会生涯学習課（☎018・852・
4411）でも受付可能とのことです。わたしもこの機会に、
興味のあるものにチャレンジしてみます＾＾
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